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会長挨拶

司会：小島　真君　指揮：岡　良森君

石井（和）君、兵藤君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２７/３３　　 　　　８１．８２%　　　　２７/３３　　 　　　８１．８２%

３０/３２　　 　　　９３．７５%　　　　　　　　  　　　　　３４名

委員会報告

ＲＩ会長のメッセージ

平成２６年５月９日�金曜日� 13時30分�より

ブケ東海三島     

           

出席者�  山本良一　小林　勝　　土屋　巧　　杉山　隆

　　　　　　　加藤正幸　山口雅弘

司会者�  　加藤正幸   �  

①２５周年記念式典予算承認の件�    

　・各会員１人当り　１０,０００円の徴収します。�    

　・特別会計より　１,２００,０００円充当します。�    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認

第１１回理事役員会報告

ロータリーソング  「それでこそロータリー」

司会：小島　真君　指揮：岡　良森君

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

本となります。とあります。特集わたしたちの活動には「地

球環境を守るため、沖縄でサンゴを再生」「ごみゼロで事

故ゼロ」「地域の小中学生に職業意識を」などが事例とし

て掲載されています、はたして当せせらぎ三島ＲＣはどの

ような事業がありますか、現在の青少年健全育成事業がま

さにその行動を主体とした奉仕活動となるのではないでし

ょうか。

　「３年後の手紙事業」は三島市、函南町の教育委員会や

先生方の協力をいただき、地域の小学５年生と両親を含め、

多くの家族がせせらぎ三島ＲＣの青少年健全育成事業を

知ることになります、また３年経過した中学生２年に保管し

てあった手紙を本人に送付する、という気の長い事業でも

あります。しかしその３年間およそ１０００日が子供たちを大

きく育て成長する期間でもあります、手紙を開封した時の

感激と喜びがおおきいと思います。

　もう１つの青少年健全育成事業、岩手県大槌町「こどもた

ちへの図書支援事業」は３年経過しました、その間、大槌

ロータリークラブのご支援、ご協力をいただき今日まで継

続することができました。

　今回、創立２５周年記念講演には佐々木健生涯学習課

長兼図書館長に来訪いただき、「逆境に立ち向かう」くじけ

ない！ひょうたん島のまち大槌　震災復興へ　をテーマに

記念講演を行っていただきます。今回の講師選定には３

年間のクラブのお付き合いから生まれたものであり、多くの

市民、多くの地域の方々に聴講をしていただく、これが「公

共イメージと認知度の向上」の事業ではないでしょうか。

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事報告

ゴルフ同好会

宮澤正美君（三島ＲＣ）

松田吉嗣君（三島ＲＣ）

幹事　加藤正幸君

①25周年出席者リスト出し再度お願い�

　　現状メンバ-集計147名、　名前なし1通あり�

②講師佐々木様、当ロ－タリ－に非常に好意的に対応し

てくれています。当方としても感謝を込めてお迎えしたい

と思います。�ご協力お願い致します�

５月１３日　望月保延君会員誕生日

入会記念日

幹事　加藤正幸君

スマイルボックス

兼子悦三君：1月17日（金）に1月20日の誕生祝をいただき

ありがとうございました。遅れましたがスマイルいたします。

中村　徹君：手続要覧、クラブ細則が出来上がったようです。

細則委員会と相談して行こうと思います。兼子さん、石井

邦夫さん、よろしくお願い致します。

石井邦夫君：前前前回の出席率100％、皆様の協力に感

謝してスマイルします。

仲原実圭君：すみません！早退させていただきます。

　ロータリーの友５月号には「国

際ロータリー戦略計画」の３つの

優先項目の１つに「公共イメージ

と認知度の向上」があります。こ

の目標の１つとして挙げられてい

るのが「行動を主体とした奉仕

活動を推進する」。国内、特に

地域社会での活動は、その基

今日の料理



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

卓　話

宮澤正美君（三島ＲＣ）

「静岡県」　４0の指標　　　　　　　　　　　　�    

   《平成25年度版統計ハンドブック》�

平成２６年�４月４日�金曜日�  １９時30分�より

ブケ東海三島     

           

出席者�  山本良一　小林　勝　矢岸貞夫　宮澤正昭　　　

　　　　　土屋　巧　　太田政人　杉山　隆　石井和郎

　　　　　　　山田定男　米山晴敏　加藤正幸

司会者　加藤正幸　　オブザーバー　中村　徹　石井邦夫   �  

①クラブ定款の改正について�    

１．第１条６、衛星クラブ、その後続く衛星クラブ、Eクラブに

ついて、関係する記載などは、すべて削除としました。�    

２．第１条、７は第１条６、と変更しました。�    

３．第３条、本クラブの所在地は「三島市及び近郊市町（以

前は三島市、函南町）」と改正しました。�    

４．第４条、目的は２０１０年手続要覧では「ロータリー網領」

でしたが全文改正となりました。�    

５．第５条、五大奉仕部門の５．新世代奉仕が青少年奉仕

と改正されました。�    

６．第７条、会員身分、第４節移籍ロータリアンまたは元ロ

ータリアンのところの、会員候補者の条文が改正されました。

また現会員または元会員の箇所も、一部改正されました。�    

７．第９条、出席、第３節ー出席規定の免除の一部も改正

されました。第５節ー出席の記録も、改正されました。�    

８．第１０条、理事および役員、第４節ー役員もクラブの実

績を踏まえ、会場監督を加えて改正しました。�    

９．第１０条、第５節ー役員の選挙。資格要件の一部が追

加改正されました。�    

１０．第１２条、会員身分の存続。第４節ー終結ー欠席。（a)

出席率。会員は、の一部が改正     

②クラブ細則見直しについて�    

１．第１条、４定足数追加改正�    

２．第２条、理事会、追加改正�    

３．第３条、選挙と任期、第１節と第２節追加改正�    

４．第３条、第５節、改正�    

５．第４条、理事会の任務、第４節、第６節、第７節、第８節

改正�    

６．第５条、会合第１節年次総会、第２節例会改正�    

７．第６条、入会金と会費、入会金を５万円から３万円とした。

会費は従来通りとした。�    

８．第８条、奉仕部門は定款との整合性で追加した。�    

９．第９条、委員会は委員会委員が３年間務めるべきなど、

基本的な考え方を踏襲した。�    

１０．第９条、委員会第１節で従前の委員会と委員会活動

の内容を述べている。�    

１１．社会奉仕委員会は地区との整合性のため環境保全、

青少年奉仕委員会を残したが、従前のハンドべル委員会、

３年目の手紙、東日本大震災復興支援委員会の各委員

会を外したが、早急に会長の指導のもと、クラブフォーラ

ムを開いて、最終的に、理事会の判断を早急に仰ぐ必要

がある。�    

１２．国際奉仕委員会はロータリー財団委員会（地区補助

金委員会）、米山記念奨学委員会が含まれる。タイ放置

自転車贈呈プログラムは次年度会長の意向で次年度は

事業を継続することになった。�    

１３．第１１条、会員選挙の方法第２節の一部を改正した。�    

１４．第１２条、「議事の順序」を追加した。�    

以上、改正または、見直し予定であります。�    

     

第１０回理事役員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　総数　　　　　　　　　全国順位

人口動態

1 総人口�　　　　　　　　　３，７３５千人�　　　　　　　　１０位 

2 人口の社会増減数�　　▲３，９５２人�　　　　　　　　４０位 

3 人口の自然増減数�　　▲７，３８３人　　　　　　　　�３９位

4　離婚率（千人当り）�　　　　１．８７人�　　　　　　　▲１７位

5 健康寿命�　　　　　　男71,68歳、女75.32歳�　　　　　１位 

6 在留外国人数　　　　　　�７７，３５３人�　　　　　　　　８位

財政

7 歳入総額　　　　　　　　�１兆１２３９億円�　　　　　　　１５位 

8 地方税(1人当り）　　　　　�１１４，０１２円�　　　　　　　　３位 

9 県債残高       　　　　　  2兆６，２２２円�

生活�

10 県民所得（１人当り）�　　３，１００千円�　　　　　　　　３位 

11 給与月額（規模５人以上）�３０６，９１２円�　　　　　　11位

12 貯蓄現在高（１世帯当り）�１６，６３９千円�　　　　　　14位 

13 持ち家率�　　　　　　　　　約６１．２% 　　　　　　　　２９位 

14 新設住宅着工数�　　　　　２４，６４１戸�　　　　　　　１０位

15 住宅用太陽光発電施設設置件数�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　５６，８２５件　　　　　　　�５位 

16 新車登録台数　　　　　　�１９４，５６２台　　　　　　　�９位 

17 月間実労働時間数　　　　�１４８．１時間�　　　　　　３１位

経済�

18 県内総生産額�　　　　　１５兆７，６５６億円　　　　�１０位 

19 事業所数�　　　　　　　　１８４，４７０事業所�　　　１０位 

20 企業赤字率　　　　　　　　　�約３８％�　　　　　　　▲１位 

21 企業立地件数�　　　　　　　　７３件�　　　　　　　　　２位 

22 医療機器、医薬品生産額�９３４，３８８百万円�　　　１位 

23 農業産出額�　　　　　　　　２，１２７億円�　　　　　　１６位

観光�

24 観光交流客数�　　　　　　　１億３８４３万人�　　　　　４位 

25 ﾎﾃﾙ・旅館数�　　　　　　　　３，５２８施設�　　　　　　１位 

26 海外渡航者数�　　　　　　　４４８，９５２人�　　　　　　９位

福祉�

27 健康寿命�　　　　　　　男71,68歳、女75.32歳�　　　１位 

28 特殊合計出生率�　　　　　　　約１．４２�　　　　　　１５位 

29 特養ホーム定員(1万人当り) 約１７２．１人　　　　�２４位 

30 入院受療医療費(1人当り）�　２４４千円　　　　　　�５位 

31 医師数（10万人当り）�　　　　１８２．８人�　　　　　　４０位

都市基盤�

32 道路実延長�　　　　　　　　　３６，５９７ｋｍ�　　　　１０位 

33 道路舗装率�　　　　　　　　　　約８４．９％　　　　�２６位 

34 都市公園面積(１人当り）　　　　�８．２７㎡�　　　　　３９位

公安�

35 刑法犯罪認知件数(10万人当り）�８６７．５件�　▲１２位 

36 交通事故数　　　　　　　　　　�３６，９４６件�　　　　▲６位

教育�

37 大学・短大進学率�　　　　　　　約５３．２％�　　　　１７位 

38 図書貸出冊数�　　　　　　　　　２１，６７７千冊　　　�１０位 

39 １人当りの教育費（小学校）　　�７９２，９９４円　　　�４４位 

40 １人当りの教育費（中学校）　　�９２１，２４９円�　　　４６位    

９月27日　　米山晴敏君

１０月１日　　土屋　巧君

９月28日　　兵藤弘昭君

会員誕生日

入会記念日

今日の料理

職業奉仕活動について

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

中村　徹君

クラブ細則検討委員長　兼子悦三君

クラブ研修リーダー　中村徹君

スマイルボックス

矢岸貞夫君：次週の私の卓話内でハンドベルの贈呈先を

決めたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

田中錦城君：宮沢さん、今日は仕事で途中退座します。す

みません。

遠藤修弘君：このところ例会休みがちですいません。メー

クアップはなんとかしています。

石井司人君：早退します。

5月5日、国際ロータリー本部にて、ジョン・ヒューコ国

際ロータリー事務総長と、キャリー・ヘスラー・ラデレッ

ト平和部隊（Peace Corps）事務局長代理が、協力合

意書に署名しました。調印式にはロン・バートンRI会

長や職員が出席。バートン会長はこの正式な協力合

意を歓迎するとともに、両組織の奉仕への献身を称

えました。

合意内容は、ロータリーと平和部隊が、フィリピン、タイ、

トーゴで国際開発とボランティア奉仕を推進する上で、

1年間の試験的プログラムを実施するというものです。

この合意により、ロータリークラブ会員と平和部隊ボラ

ンティアが、互いのリソースと知識を共有し、これら3カ

国での開発プロジェクトでより大きな成果をもたらせる

ようになります。

具体的には、地域奉仕プロジェクトや、地域住民への

教育支援などで協力し、さらに、平和部隊パートナー

シップ・プログラムを通じて、ロータリークラブが小額

の補助金を提供することができます。

代々、ロータリー会員の家庭に育ったヘスラー・ラデ

レット事務局長代理は、「国内外でボランティア精神

を高めていくために、ロータリーとの活動で協力できる

ことを嬉しく思う」と述べました。また、ヒューコ事務局

長は、貧困、識字、疾病、きれいな水と衛生の不足と

いった、暴力や紛争の根源となる問題に対応して、人

びとの生活を向上させることが両団体の共通した目

的であること強調しました。

今回の合意で大きな役割を果たしたのは、米国デン

バー地域の元平和部隊ボランティアでロータリー会

員のスー・フォックスさん、バレリー・ホプキンスさん、

スティーブ・ワーナーさんです。調印式にも出席したこ

の3名は、第5450地区ロータリー・平和部隊協力委員

会のメンバーで、2010年以来、両組織の正式合意を

後押ししてきました。

ロータリー職員で元平和部隊ボランティアのジェシー・

デービスさんは、パナマでの平和部隊の活動に参加

していたときは、常に現地のロータリークラブと協力し

ており、ロータリーが「活動の大切なパートナー」だっ

たと振り返ります。

今回の合意は、両組織の協力を正式なものとしただ

けでなく、すでに進められている協同プロジェクトでも、

さらに協力関係を強化するきっかけとなります。

トーゴでは、平和部隊ボランティアのダニエル・ブラウ

ンさんとデイビット・グーズさんが、ロータリーや米国の

ほかの団体と協力し、恵まれない子どもたちに5,000

個のサッカーボールを寄贈するという活動を実施して

います。さらに、サッカーを通じて、マラリア予防に関

する知識を広めるといったプロジェクトにも取り組んで

います。


